
94　被　服

B－23 衣料革の一般性状について
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　目的　衣料革は、種々の動物皮から異なった方法で製造され、化学組成、機械的性質そして外観的な性状が一様でない。しかし、

その使用目的は衣料／つである。そこで衣料素材としての革の製造方法、品質規格などを確立すること、衣料加工上の特性をは握す

ることを最終目的として、まず、現在市販されている種々の衣料革の一般性状を調べた。

　方法　試料衣料革は、成牛／種、小牛了種、豚2種、山羊￥種、羊了種である。化学組成分析、機械的性質の引張強さ、伸び、引

裂強さは、JIS　K 6550、剛mmは、JIS　L 1096により測定した。さらに、走査型電子顕微鏡により革の表面、裏面及び断面を観察

した。

　結果　1）化学分析結果から、牛革、豚革は、主にクロム主体のなめしで、脂肪分5～10％であった。山羊革と羊革は、クロム主

体のなめしのものと、他のなめし剤との複合なめしのものがあり、後者は脂肪分が多く（11～18％）、油なめしとの複合なめしと推

定される。2)試料とした革の動物種類別の主な性状は、下表に示す通りである
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